




YMFG Zone Interview
三都を盛り上げるために山口銀行は何ができますか？
山口銀行 曽我德將頭取に聞きました。

22

三都 JOURNAL
Shimonoseki Add-venture Summit 開催！
三都まちみらい会議

20

三都物語　この街で生きる理由 16

ランチの正解 18

特集

いざ！  三都の文化が
生まれるところへ。
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暮らす、楽しむ、味わう、極める。
ここにしかないが、ある。

特集

いざ！ 
三都の文化が
生まれるところへ。

YMFG ZONE STORIES
山口・広島・北九州。隣接しながらも異なる文化
を持ち、車で走れば意外とあっという間。陸と海
で繋がり合うこの3つのエリアの魅力が、住む人
にも、来る人にも、新しく発見されることを願っ
て。「YMFG ZONE」と名付け、三都のヒト、モ
ノ、コトを紡いで発信していきます。

ちょっとしたお出かけだって、ばっちり計画した旅行だって、
どうせなら「ここにしかないもの」に出会いたい。そう思う
のが人の性。今回訪れたのはそんな魅力に溢れた三都のお店
や施設たち。衣食住やライフスタイル、アートやまちづくり
の拠点など、ジャンルはさまざま。食いだおれ、買いだおれ、
着だおれ、全身で感じた三都の文化とその記録。

写真｜信岡麻美、イラスト｜日向山葵、文｜長嶋太陽・高橋直貴　

発行：山口フィナンシャルグループ
お問い合わせ窓口：総合企画部
広報・IR室 河田・清水・竹内
住所：山口県下関市竹崎町4丁目2番36号
電話：083-223-5545

企画・制作：ECD｜川口清勝（TUGBOAT）、
プロデューサー｜戸髙良彦（マガジンハウス
『MCS』）、編集ディレクター｜長嶋太陽、ア
ートディレクター｜加納大輔、デザイナー
｜山城絵里砂・小林泰和（カ バ ー）、ライタ
ー｜高橋直貴・乙辺さゆり、PM｜瀬戸達也
（（株）ドラゴン東京）、校正｜阿部進、DTP｜
（株）ローヤル企画、印刷｜凸版印刷（株）

1号について
アンケートは
こちらまで！

ハロー！
僕たち、「三都の魅力発見隊」！
山口、広島、北九州の
いいところを探して
巡っていきます。

祷キララ（ステッカー所属）
YMFGのCM / GR / WEBに出演中！

COVER
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Dresswell
ドレスウェル 

大正レトロビルの一室が
「ファッション好き」の目的地。

モダンな空間で
お茶と料理のペアリングを楽しむ。

知音
ちいん

  福岡県北九州市若松区本町1-10-17上野海運ビル206
 093・863・0318

 　12:00 ～ 19:00 、火曜日・金曜日休
URL：https://dresswell.jp/

  福岡県北九州市小倉北区 
　　馬借2-1-32 F&Fビル202

 093・533・8338

   12:00 ～ 24:00 （16:00 ～ 18:00途中休み時間）、
ランチ営業 ／ 12:00 ～ 15:00（LO14:00）、 ランチ・
ディナー要予約、不定休（SNSで要確認）
URL：https://www.instagram.com/chiin2015/

エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
的
建
築
で
、

唯
一
無
二
の
空
間
を
。

小 

倉
駅
か
ら
西
に
車
を
走
ら
せ
20
分

ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
、
古
く
か
ら

海
運
で
栄
え
た
北
九
州
市
若
松
区
の
海
岸
通

り
。
こ
の
エ
リ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ

る
上
野
海
運
ビ
ル
は
、
大
正
時
代
に
竣
工
さ

れ
た
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も

知
ら
れ
る
有
形
文
化
財
建
造
物
だ
。
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プD

ressw
ell

は
そ
の
重
厚
な

ビ
ル
の
一
室
に
佇
ん
で
い
る
。
広
い
店
内
に

並
ぶ
の
は
、
国
内
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た

メ
ン
ズ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
の
洋
服
、
イ
タ
リ
ア

か
ら
独
自
の
ル
ー
ト
で
仕
入
れ
て
い
る
と
い

う
靴
や
ベ
ル
ト
な
ど
の
革
小
物
。
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
製
作
し
て
い
る
「
こ
こ
で
し
か
買
え
な

い
ア
イ
テ
ム
」
も
魅
力
だ
が
、
見
知
っ
た
ブ

ラ
ン
ド
の
ア
イ
テ
ム
も
こ
の
空
間
の
中
で
は

ひ
と
き
わ
輝
い
て
見
え
る
。
こ
れ
が
、
セ
レ

ク
ト
の
妙
。
リ
ア
ル
店
舗
で
し
か
得
ら
れ
な

い
体
験
だ
。
周
辺
に
ア
パ
レ
ル
シ
ョ
ッ
プ
の

姿
は
な
い
。
そ
れ
で
も
こ
の
地
を
選
ん
だ
の

は
代
表
の
多
田
浩
平
さ
ん
が
「
建
築
の
魅
力

に
誘
い
込
ま
れ
た
か
ら
」
で
あ
り
「
わ
ざ
わ

ざ
訪
れ
る
価
値
の
あ
る
空
間
に
し
た
か
っ

た
」
か
ら
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
言
葉
に
見
合

う
確
か
な
品
揃
え
、
こ
の
場
所
で
し
か
生
ま

れ
な
い
独
自
の
空
間
の
魅
力
が
あ
る
。

北
九
州
に
吹
き
込
む
、

価
値
観
の
新
し
い
風
。

北 

九
州
モ
ノ
レ
ー
ル
旦
過
駅
す
ぐ
そ

ば
の
個
性
的
な
飲
食
店
が
集
ま
る

エ
リ
ア
の
一
角
。
と
あ
る
ビ
ル
の
一
室
に
足

を
踏
み
入
れ
る
と
、
玉
砂
利
と
石
畳
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
先
に
骨
董
品
や
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

の
家
具
が
セ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
た
空
間
が

広
が
る
。
凛
と
し
た
空
気
に
満
た
さ
れ
た
こ

の
お
店
が
「
知
音
」
だ
。
煎
茶
、
抹
茶
、
紅

茶
の
ほ
か
、
全
国
の
産
地
か
ら
厳
選
し
た
、

30
種
類
以
上
の
茶
葉
を
取
り
揃
え
る
同
店
は
、

昼
は
カ
フ
ェ
と
し
て
、
夜
は
日
本
茶
と
料
理

の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
楽
し
む
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
お
店
を
1
人
で
切
り
盛

り
す
る
オ
ー
ナ
ー
の
岡
祐
太
郎
さ
ん
は
製
鉄

所
で
働
い
て
い
た
が
、
器
好
き
が
高
じ
て
退

職
。
お
茶
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
知

音
で
は
古
く
は
安
土
桃
山
時
代
の
も
の
か
ら

現
代
の
作
家
物
ま
で
、
美
術
館
に
並
ん
で
い

て
も
不
思
議
で
は
な
い
ほ
ど
の
器
で
お
茶
を

提
供
し
て
い
る
。
元
々
は
岡
さ
ん
が
個
人
的

に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
た
も
の
。
そ
ん
な

器
を
手
に
取
れ
る
だ
け
で
も
、
訪
れ
る
価
値

が
あ
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
店
名
の
知
音
と
は
中
国
の
故
事
か
ら
「
親

し
い
人
」
と
い
う
意
味
。
そ
の
思
い
に
共
鳴

す
る
か
の
よ
う
に
、
岡
さ
ん
の
周
辺
に
は
仲

間
が
集
う
。「
運
営
こ
そ
1
人
で
行
っ
て
い

ま
す
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
先
輩
に
イ
ン
テ
リ
ア
や
メ
ニ
ュ
ー
の
相

談
を
し
て
い
る
ん
で
す
。
若
く
し
て
お
店
を

開
く
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
周
囲
の
サ
ポ
ー

ト
の
お
か
げ
で
す
」。
価
値
観
を
共
に
す
る

仲
間
と
一
緒
に
、
福
岡
で
は
な
く
、
北
九
州

か
ら
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な
気
概

を
持
っ
た
若
い
世
代
は
少
な
く
な
い
の
だ
と

い
う
。
ま
ず
は
知
音
か
ら
、
そ
の
勢
い
を
感

じ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。 

北九州
– Kitakyushu –

この日のセレクトは日本、中国、韓国のヴィンテージや人気作家・安藤雅信さんの器。抹茶（600円～）はレモンケーキ（500円）と共に。

「出汁のような味がするんですよ」と
すすめてくれたのは、玉露（2,500円
～）の出がらし。ポン酢をかけていた
だくと、茶葉の濃い風味が口の中に広
がった。お茶と共に提供される和菓子
（盛り合わせ 1,000円～）も岡さんが
全国各地からセレクトしたもの。

Dresswellは2011年に多田浩平さん、
美保さん夫妻で立ち上げ、2021年に
現在の上野海運ビルへと移転した。
店名の「Dresswell＝着こなし上手」
には、洋服を自分らしく着て楽しんで
ほしいという思いが込められている。

Profile
-

淀みない手さばきでお茶を淹れてくれた店
長の岡祐太郎さん。お茶の先生に師事した
経験はないのだというから驚きだ。まさか、
と思ったが料理も独学。独創的なお店づく
りは自由な発想から生まれる。

Profile
-

北九州で訪れたのは、温故知新な2つのお店。そこにある価値を見極めながら
新しいものをつくる。そんな姿勢が根付いているのは、北九州という絶えず新しい文化が
流れ込む港町だからなのかもしれない。なんて考えすぎだろうか。固有の魅力があれば、

そこに人は集まっていく。なにかが生まれる予感が、この街には漂っている。

古き良き港町に新しい文化の風が吹き込む。

お客さん自身で組み合わせを楽しめるよう、洋服のセレクトはシンプルなものが中心。店頭に並ぶアイテムはなるべく、
自分たちで着るようにしているという。「生地の魅力や扱い方など、洋服そのものが持つ面白さを伝えていきたい」とのこと。

大理石の暖炉など、大正時代の豪奢な設えが残る上野海運ビル。当時の趣を活かし、店舗の内装はなるべく手を加えずに仕上げた。
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 　山口県山口市秋穂東7737
 083・984・2072

   10:00 ～ 18:00 （最終入場17:00）、
火曜日・水曜日休、事前予約要
入場料 （1時間）：大人（中学生以上)　
500円、子供（小学生）200円、幼児無料
URL：http://automaton.nizo.jp/

国内唯一のカラクリ人形と遊びのミュージアム。

原田和明、めぐみさん夫婦は山口県光
市出身。和明さんは2002年よりオート
マタ制作を始め、現代オートマタの先
駆者マット・スミス氏に師事。ミュゼ
・オートマトン運営のほか、ワークショ
ップ、展覧会の企画制作に取り組む。

Profile
-

こ
の
場
所
だ
か
ら
実
現
し
た
美
術
館
。

と
い
う
よ
り
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
？

日 

本
で
も
数
少
な
い
現
代
オ
ー
ト
マ

タ
（
機
械
式
人
形
）
作
家
の
原
田

和
明
さ
ん
と
、
妻
の
め
ぐ
み
さ
ん
が
山
口
県

山
口
市
に
ミ
ュ
ゼ
・
オ
ー
ト
マ
ト
ン
を
開
い

た
の
は
2
0
2
2
年
10
月
の
こ
と
。
館
内
に

は
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
オ
ー
ト
マ
タ
作
品
に

加
え
、
近
年
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
う
ゲ
ー
ム
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
鑑

賞
し
て
楽
し
い
、
遊
ん
で
楽
し
い
、「
2
度

お
い
し
い
」
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
の
だ
。

　
1
階
は
エ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
や
旗
揚
げ
ゲ
ー
ム

な
ど
自
身
が
こ
れ
ま
で
に
制
作
し
た
ゲ
ー
ム

に
加
え
、
昭
和
の
薫
る
レ
ト
ロ
ゲ
ー
ム
が
並

ぶ
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
遊
び
場
だ
。

「
小
さ
い
と
き
、
小
銭
を
握
り
し
め
て
宿
の

一
角
に
あ
る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ん
で
た

ん
で
す
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
あ
ん
な
ふ

う
に
遊
べ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
」
と
、
話

し
な
が
ら
遊
び
方
を
実
演
し
て
み
せ
て
く
れ

る
和
明
さ
ん
は
さ
す
が
の
腕
前
。

　
2
階
ス
ペ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で
に
制
作
し
た

オ
ー
ト
マ
タ
作
品
や
、
海
外
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
も
展
示
さ
れ
た
大
型
の
作
品
が
ず
ら
り
。

オ
ー
ト
マ
タ
は
本
来
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
楽

し
む
も
の
だ
が
、
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品
は

デ
バ
イ
ス
に
手
を
か
ざ
す
と
自
動
的
に
動
き

出
す
。
こ
の
仕
組
み
も
原
田
さ
ん
自
ら
作

っ
た
の
だ
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
作
品
の
ア

イ
デ
ア
は
、「
そ
こ
ら
へ
ん
に
転
が
っ
て
い

る
」
そ
う
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
社
会
の
閉

塞
感
を
吹
き
飛
ば
し
た
い
と
「
ち
ゃ
ぶ
台
返

し
」
と
い
う
ゲ
ー
ム
作
品
を
制
作
。
そ
こ
か
し

こ
か
ら
駄
洒
落
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
は
、
日
本
で
も
こ
こ
だ
け
だ
ろ
う
。

　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
設
え
ら
れ
た
大
き
な
窓

か
ら
は
「
昔
は
松
林
だ
っ
た
」
と
い
う
原
っ

ぱ
と
、
山
口
の
静
か
な
海
の
借
景
が
。
和
明

さ
ん
の
祖
父
母
の
自
宅
だ
っ
た
場
所
を
引
き

継
い
だ
こ
の
土
地
は
、
長
年
手
付
か
ず
で
す

っ
か
り
草
木
が
茂
っ
て
い
た
そ
う
だ
が
、
や

は
り
自
ら
草
刈
り
機
を
手
に
し
て
開
拓
中
だ

と
い
う
。
2
0
2
3
年
春
、
こ
の
静
か
な
海

辺
に
は
コ
テ
ー
ジ
が
建
ち
、
宿
泊
施
設
と
し

て
営
業
を
開
始
す
る
計
画
だ
。「
へ
ん
ぴ
な

場
所
で
す
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
お

客
さ
ん
に
は
ゆ
っ
く
り
遊
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
ん
で
す
よ
」。
原
田
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は

尽
き
な
い
。

レトロなゲームのほか、原田さんオリジナ
ルの作品が並ぶ。ゲームはシンプルだが、
難易度高めのものも。ミュージアムスペー
スには自分の頭を持ち上げる「テディベ
ア  | Teddy Bear」や「マトリョーシカ | 
Matryoshka」のほか音楽を題材にした作
品も多い。一部のオートマタ作品は購入可。

めぐみさん手作りのお菓子と、山口
市内にあるCAPIME coffeeの豆で淹
れたカフェラテが絶品。外を眺めれ
ば、開拓中だという原っぱの先に山
口の静かな海が広がる。時間を忘れ
てしまう理由がいくつもある場所だ。

musée AUTOMATON
ミュゼ・オートマトン

山口では実験的ともいうべき、他にはないようなお店の在り方に心を打たれた。
既存の価値観に流されることなくこだわりを貫く。だけど、どこか肩の力が抜けたような

風通しの良さがある。そんなふうにマイペースにお店をやっていくことは、きっと簡単じゃない。
だからこそこの3つの施設は、いつまででもそこにいたくなるような魅力に溢れている。

のびのびした空気から生まれる「実験」の場。

山口
– Yamaguchi –
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1階にはウィメンズと器が、2階にはメンズとヴィンテージ家具や雑貨が並ぶ。セレクトの基準は日常の中で使いやすく、気分が高揚するような洋服。「素
敵でも派手な服はこの街に似合わない」と、藤井さん。取材時に網永さんが紹介してくれたのが、日本を代表する陶芸家・黒田泰蔵さんの白磁。また、
黒田さんの弟子である渡辺隆之さんの作品、イギリスでスリップウェアを学んだ山田洋次さんの焼き締めなど生活に馴染む器も揃える。

RAT HOLE
ラット ホール

  山口県山口市黄金町11-13、11-14
 083・929・3960

  10:00 ～ 17:00（I.D.Works受付時間）、施設ごとに営業時間異なるためSNS要確認
URL：https://okiza.jp/

1
0
0
年
の
歴
史
を
持
つ
家
屋
を

ま
ち
に
開
く
。

o 

k
i
z
a
は
2
0
2
0
年
、
山

口
市
黄
金
町
に
誕
生
し
た
小
さ

な
「
ま
ち
」
の
よ
う
な
複
合
ス
ペ
ー
ス
。
住

宅
や
店
舗
の
設
計
・
施
工
を
手
掛
け
る

I.D
.W

orks

が
、
土
地
の
前
所
有
者
か
ら
こ

の
物
件
を
受
け
継
ぎ
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。

「
座
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で

は
花
屋
「à tes côtés 

ア
テ
コ
テ
」、
茶

室
「
茶
日
月
」、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
家
具
を
扱

う
「
l
o
o
l （
ロ
ー
ル
）
黄
金
町
オ
フ
ィ

ス
」
な
ど
が
営
ま
れ
て
い
る
。

　
施
設
の
玄
関
口
に
店
を
構
え
る
「
ま
る
ま

つ
食
堂
」
はI.D

.W
orks

の
社
員
食
堂
で

あ
り
、
近
隣
住
民
が
ふ
ら
っ
と
訪
れ
る
ま
ち

の
食
堂
。「
昨
年
、
こ
の
食
堂
ス
ペ
ー
ス
で

念
願
の
講
談
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
で
き
ま
し

た
」
と
広
報
の
髙
橋
知
紗
さ
ん
は
話
す
。
イ

ベ
ン
ト
は
今
後
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
と

の
こ
と
。
地
域
の
方
々
が
集
ま
る
場
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
と
、
髙
橋
さ
ん
は
続
け
る
。

古
い
建
物
を
壊
し
新
た
に
作
り
替
え
る
の
は

簡
単
だ
け
れ
ど
、
手
間
隙
を
か
け
な
が
ら
営

み
を
繋
い
で
い
く
こ
と
を
o
k
i
z
a
は
選

ん
だ
。
過
去
と
未
来
が
交
差
す
る
こ
の
場
所

か
ら
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
は
広
が
っ
て
い
く

は
ず
。
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
で
き
な
い
新
た
な
可

能
性
が
、
確
か
に
息
づ
い
て
い
る
。

ど
こ
に
も
な
い
セ
レ
ク
ト
で
、

ど
こ
よ
り
も
格
好
良
く
。

山 
口
県
周
南
市
の
徳
山
駅
か
ら
徒
歩

10
分
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
R
A
T
 

H
O
L
E
は
、
日
本
中
の
服
好
き
が
熱
い

視
線
を
送
る
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
。
店
内
に

は
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
網
永
達
朗
さ
ん
の
美
意

識
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
メ

ン
ズ
売
り
場
の
中
核
を
な
すN

IC
EN

ESS

（
ナ
イ
ス
ネ
ス
）、MA

ATEE &
 SO

N
S

（
マ

ー
テ
ィ
ー
ア
ン
ド
サ
ン
ズ)

と
い
っ
た
ブ
ラ

ン
ド
は
決
し
て
知
名
度
が
高
い
わ
け
で
は
な

い
。
け
れ
ど
、
服
好
き
な
ら
誰
も
が
そ
の
品

質
を
認
め
る
、
気
鋭
の
ブ
ラ
ン
ド
た
ち
だ
。

そ
の
セ
レ
ク
ト
に
は
、
世
の
中
の
流
れ
に
は

迎
合
し
な
い
芯
の
太
さ
が
あ
り
、
と
に
か
く

異
端
な
の
で
あ
る
。

　
正
直
、
販
売
さ
れ
て
い
る
ア
イ
テ
ム
は
簡

単
に
手
を
出
せ
る
値
段
の
も
の
ば
か
り
で

は
な
い
。
そ
れ
で
も
網
永
さ
ん
が
R
A
T
 

H
O
L
E
を
「
本
物
だ
け
が
並
ぶ
お
店
」

に
し
よ
う
と
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
山
口
に
住

む
若
い
人
に
「
良
い
も
の
」
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
た
か
っ
た
か
ら
。

近
県
か
ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
訪
れ
る
お
客
さ

ん
も
少
な
く
な
い
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
の

思
い
は
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

　
好
き
嫌
い
が
は
っ
き
り
分
か
れ
る
店
が
あ

る
。
R
A
T
 H
O
L
E
も
間
違
い
な
く
そ
う

だ
。
特
に
「
流
行
も
の
」
や
「
間
違
い
な
い

も
の
」
を
求
め
る
人
に
は
合
わ
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
気
に
な
っ
て
し
ま
う
。

万
人
受
け
を
狙
っ
た
お
店
よ
り
も
、
そ
ん
な

「
ち
ょ
っ
と
ひ
と
ク
セ
」
が
あ
る
お
店
が
面

白
い
。
わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ん
で
み
た
く
な
る

の
は
、
決
ま
っ
て
そ
ん
な
お
店
な
の
だ
。

昭和前期、このエリアは飲食店、銭湯、金物屋な
ど暮らしに根付いたお店が集う商店街として栄え
た。形こそ変わっているが、暮らしに根ざした店
舗が集まる場所という思いが引き継がれている。

okiza
おきざ

歴史と文化を繋ぎ、耕す
オープンスペース。

「ホンモノ」だけが並ぶ
セレクトショップを、周南に。

2階のギャラリースペースに
は現代アート作品や、珍しい
ヴィンテージ家具が並ぶ。「気
分によって定期的に入れ替わ
る」というのも、お店に足を
運ぶ楽しみだ。

I.D.Works広報の髙橋知紗さんは、タウ
ン雑誌の編集者から転職。「okizaと地域
の文化を耕していきたい」と話す。施
設名の「okiza」は涼み台の「置き座」
のように、人が集まる場でありたいと
いう思いから。

Profile
-

オーナーでありメンズを担当する網永
達朗さんは山口県内のセレクトショッ
プで働いたのち、知人のお店の跡地に
RAT HOLEを立ち上げた。ウィメンズ
はスタッフの藤井れいこさんが担当し
ている。

Profile
-

  山口県周南市若宮町2-32
 0834・33・9310 

   11:00 ～ 19:00、不定休（SNSで要確認）
URL：https://rathole.live/
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食事は尾道や瀬戸内近郊の野菜、魚、肉を中
心にして季節ごとに移り変わる。この日の夕
食は赤ワイン鍋がメインのコース。宿泊者の
み楽しめる朝食のパンケーキは、それを目当
てに宿泊する人もいるほど絶品。細川護光、
中本純也、横山秀樹さんらの器で供される。

客室やライブラリーのほか、ダイニングやカフェ＆バ
ーなどの共有スペースが設けられている。内装の設ら
えには京都・綾部にアトリエを構える作家・ハタノワ
タルさんによる手漉きの黒谷和紙が用いられている。

  広島県尾道市東土堂町11-12 
 0848・24・6669

   チェックイン 15:00 ～ 20:00 ／ 
チェックアウト 11:00まで ／ カフェ＆
バー アトモスフィア 11:00 ～ 17:00
（LO16:30）
URL：https://l-og.jp/

宿
を
拠
点
に
、
未
来
に
あ
る
べ
き
、

「
営
み
」
の
場エ
リ
ア所
を
つ
く
る
。

国 

際
的
な
設
計
事
務
所
「
ス
タ
ジ
オ

・
ム
ン
バ
イ
」
に
よ
る
イ
ン
ド
国

外
初
の
設
計
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
料
理
家
・
細

川
亜
衣
さ
ん
が
監
修
す
る
季
節
ご
と
の
デ
ィ

ナ
ー
メ
ニ
ュ
ー
。
尾
道
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
。
開
業
以
来
大
き
な
注
目
を
集
め
、

尾
道
の
新
名
所
と
な
っ
た
ホ
テ
ル
L
O
G

だ
が
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
魅
力
は
ほ
ん
の
一

部
。

　
L
O
G
は
山
頂
の
「
千
光
寺
」
に
続
く

山
手
の
中
腹
に
位
置
し
て
い
る
。
古
く
は

豪
商
の
屋
敷
だ
っ
た
地
に
、「
新
道
ア
パ
ー

ト
」
が
立
ち
、
そ
の
建
築
を
引
き
継
ぐ
形
で

2
0
1
8
年
12
月
に
誕
生
。
町
の
「
庭
」

と
し
て
機
能
す
る
よ
う
設
計
は
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
L
O
G
に
至
る
ま
で
の
坂
道
は
こ
の
エ

リ
ア
に
暮
ら
す
人
、
参
拝
に
向
か
う
人
が
歩

く
た
め
の
参
道
だ
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
お
ろ

か
、
軽
自
動
車
だ
っ
て
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
食
材
の
配

達
や
建
築
部
材
の
運
び
込
み
は
す
べ
て
人
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。「
な
ん
で
そ
ん
な

に
大
変
な
場
所
に
、
っ
て
思
い
ま
す
よ
ね
。

こ
の
街
に
根
ざ
す
と
い
う
こ
と
は
そ
う
し
た

不
便
さ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
な
ん
で
す
」

　
支
配
人
・
小
林
さ
ん
の
口
か
ら
出
た
こ
の

言
葉
は
、
L
O
G
に
と
っ
て
の
重
要
な
指

針
に
な
っ
て
い
る
。
実
は
、
L
O
G
で
は

敷
地
内
の
50
%
の
エ
リ
ア
を
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
宿
泊
客
以
外

に
も
ダ
イ
ニ
ン
グ
や
カ
フ
ェ
で
食
事
を
楽
し

む
人
や
シ
ョ
ッ
プ
に
訪
れ
る
人
が
行
き
交
う
。

ト
イ
レ
で
す
ら
「
行
き
交
う
人
が
立
ち
寄
れ

る
よ
う
に
」
と
開
放
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
ホ

テ
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
よ
り
も
部
屋
数

を
増
や
す
こ
と
が
定
石
だ
ろ
う
。
し
か
し

L
O
G
は
経
済
合
理
性
よ
り
も
、
地
域
の

人
が
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
余
白
を
大
切
に

す
る
。「
何
か
あ
っ
た
と
き
、
町
の
人
に
駆

け
込
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
で
あ
れ
た

ら
」。
そ
ん
な
L
O
G
の
在
り
方
は
町
の
人

々
に
と
っ
て
の
灯
り
だ
。

　
街
に
根
ざ
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る

拠
点
。
L
O
G
は
そ
ん
な
在
り
方
を
目
指

し
て
い
る
。
尾
道
を
目
一
杯
に
感
じ
ら
れ
る

こ
の
場
所
か
ら
未
来
の
「
営
み
」
を
つ
く
っ

て
い
く
。

LOGの内装で用いられている色彩は、
ロンドンを拠点とするカラーアーティ
スト、ムイネル・ケイト・ディニーン
氏が滞在し制作したもの。尾道の山、
海、光など、自然と調和するレシピが
考案された。ギャラリースペースでは、
プロジェクトの過程が展示されている。

広島で見つけたのは新しい洗練のかたち。1つの分野を突き詰めることで
新しいスタイルが生まれ、まったく違った景色が広がっていく。「職人気質」とは少し違う。
粘土をこねるように、そしてそれを楽しむように、なんて事もなげにやってのける。
新しい文化はこうやって生まれていくってことを、3つのお店は教えてくれた。

洗練の先に広がる新しい文化の地平。

広島
– Hiroshima –

LOG
ログ

尾道の山手を照らす
まちの灯し火。
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こ
こ
に
し
か
な
い
が
、
あ
る
。

三
都
の
文
化
・
生
活
・
生
態
系
。

店
と
の
出
会
い
は
人
と
の
出
会
い
。

文
化
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
は
、
人
が
交
わ
る
と
こ
ろ
。

　

三
都
の
文
化
が
生
ま
れ
る
場
所
は
ど
こ

か
？
と
考
え
た
と
き
、
自
然
と
思
い
浮
か
ん

だ
の
が
、「
お
店
」
だ
っ
た
。
僕
ら
が
足
を

運
ん
だ
と
こ
ろ
は
、
歴
史
あ
る
名
店
だ
っ
た

り
、
今
話
題
の
新
店
だ
っ
た
り
、
ど
ん
な
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
も
属
さ
な
い
謎
の
店
だ
っ
た
り

す
る
。
ジ
ャ
ン
ル
も
エ
リ
ア
も
さ
ま
ざ
ま
。

共
通
点
は
「
そ
こ
に
し
か
な
い
魅
力
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
。
山
口
、
広
島
、
北
九
州
。

こ
の
三
つ
の
エ
リ
ア
に
息
づ
く
、
他
に
は
な

い
特
別
さ
に
出
会
う
た
め
に
、
取
材
の
旅
は

始
ま
っ
た
。

　
北
九
州
は
と
て
も
都
会
的
な
エ
リ
ア
だ
。

県
内
で
は
福
岡
市
に
次
ぐ
都
市
圏
で
、
お
し

ゃ
れ
な
お
店
に
も
美
味
し
い
お
店
に
も
こ
と

欠
か
な
い
。
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
交
通
の

便
も
い
い
。「
暮
ら
し
や
す
い
で
す
よ
」
と
、

出
会
っ
た
人
た
ち
が
口
を
揃
え
て
言
っ
て
い

た
の
も
う
な
ず
け
る
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
が

魅
力
じ
ゃ
な
い
。
も
う
少
し
町
の
奥
に
入
り

込
む
と
、
そ
こ
に
は
新
た
な
風
が
吹
き
込
ん

で
い
る
の
が
わ
か
っ
た
。
お
茶
の
ペ
ア
リ
ン

グ
が
楽
し
め
る
「
知
音
」
や
、
築
1
0
0

年
の
ビ
ル
の
一
角
で
好
事
家
を
う
な
ら
す
服

を
売
る
「D

ressw
ell

」
な
ど
、
九
州
の
若

い
世
代
が
新
し
い
魅
力
を
つ
く
り
出
し
て
い

る
。
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
持
つ
パ
ワ
ー
が
、

古
き
良
き
港
町
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
。
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
交
易
盛
ん
な
歴
史
を
持
つ
港
町

な
れ
ば
こ
そ
、
そ
の
残
り
香
の
よ
う
な
オ
リ

エ
ン
タ
ル
な
文
化
が
、
新
し
い
形
で
芽
吹
い

て
い
た
。

　
山
口
で
は
、
他
に
は
な
い
よ
う
な
ユ
ニ
ー

ク
さ
に
出
会
っ
た
。「
こ
ん
な
の
見
た
こ
と

な
い
」
っ
て
も
の
が
、
何
食
わ
ぬ
顔
で
そ
こ

に
あ
る
感
じ
。
そ
の
独
特
な
時
間
の
流
れ
は
、

他
に
は
な
い
特
別
な
も
の
だ
っ
た
し
、
そ
の

マ
イ
ペ
ー
ス
な
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
と
な
く
山

口
ら
し
い
と
も
思
う
。
ミ
ュ
ゼ
・
オ
ー
ト
マ

ト
ン
の
原
田
さ
ん
、
R
A
T
 H
O
L
E
の

網
永
さ
ん
は
「
こ
の
店
に
こ
の
人
あ
り
」
と

い
う
人
柄
で
、
太
い
芯
が
あ
る
け
れ
ど
や
わ

ら
か
い
。
何
も
な
い
場
所
で
、
と
か
、
大
変

な
ん
で
す
よ
、
と
か
言
い
な
が
ら
と
て
も
楽

し
そ
う
に
好
き
な
も
の
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

み
ん
な
が
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
お
店
を
目
指
す
理

由
が
と
て
も
よ
く
わ
か
る
。
だ
っ
て
、
お
店

の
人
が
本
気
で
好
き
だ
と
思
っ
て
る
も
の
は
、

そ
れ
だ
け
魅
力
的
に
見
え
る
か
ら
。

　
広
島
に
あ
る
ビ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
重
富
に
は

び
っ
く
り
さ
せ
ら
れ
た
。
ビ
ー
ル
の
注
ぎ
方

で
こ
ん
な
に
も
味
が
変
わ
る
。
魔
法
み
た
い

な
体
験
だ
っ
た
。M

O
U

N
T C

O
FFEE

も

そ
う
だ
。「
町
の
珈
琲
豆
屋
」
で
あ
り
な
が

ら
、
オ
ー
ナ
ー
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
グ
ア

テ
マ
ラ
ま
で
豆
の
生
産
地
を
見
に
行
く
。
旅

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
た
後
に
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
だ
ら
、
な
ん
だ
か
遠
く
の
世
界
に
少
し

だ
け
触
れ
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
価
値

観
が
ぐ
ら
ぐ
ら
と
揺
ら
い
で
し
ま
う
よ
う
な

ビ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
が
味
わ
え
る
な
ん
て
、

と
、
ち
ょ
っ
と
ト
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
気
分

だ
。
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ

て
？　
う
ー
ん
、
そ
う
か
も
。

　
尾
道
の
L
O
G
は
ホ
テ
ル
よ
り
も
ず
っ

と
大
き
な
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
た
。

そ
れ
は
「
文
化
」
と
呼
ば
れ
る
ス
ケ
ー
ル
の

何
か
。
あ
る
い
は
、
未
来
？　
世
界
で
も
こ

こ
に
し
か
な
い
、
食
、
泊
、
美
の
サ
イ
ク
ル
。

　
三
都
を
旅
行
し
よ
う
と
思
っ
た
と
き
、
向

か
う
の
は
ど
こ
だ
ろ
う
。
広
島
な
ら
ば
、
平

和
記
念
公
園
は
欠
か
せ
な
い
。
夜
は
お
好
み

焼
き
を
食
べ
よ
う
。
翌
日
は
厳
島
神
社
や

豊
国
神
社
に
足
を
延
ば
し
て
み
る
の
も
い

い
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
そ
う
い

う
「
み
ん
な
の
正
解
」
以
外
に
も
、
魅
力
的

な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ
を
無
視
す

る
な
ん
て
、
も
っ
た
い
な
い
。
そ
れ
に
、
定

番
の
目
的
地
っ
て
、
な
ん
と
な
く
ゴ
ー
ル
が

見
え
て
い
る
気
も
し
な
い
？　
た
ま
た
ま
入

っ
た
喫
茶
店
の
美
味
し
い
パ
ン
と
コ
ー
ヒ
ー

に
感
動
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
。
気
に

な
る
お
店
が
あ
れ
ば
、
ふ
ら
っ
と
入
っ
て
み

た
い
。
そ
ん
な
旅
の
余
白
の
中
に
こ
そ
、
本

当
の
喜
び
が
転
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
ん
て
こ
と
を
考
え
た
。

　
今
回
紹
介
し
た
場
所
は
、
み
ん
な
の
正
解

で
は
な
い
。
で
も
、
そ
こ
は
あ
な
た
に
と
っ

て
最
高
の
目
的
地
に
な
る
っ
て
断
言
で
き
る
。

G
oogle

の
レ
ビ
ュ
ー
や
、
イ
ン
ス
タ
の
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
だ
け
で
は
見
つ
か
ら
な
い
、
あ

な
た
だ
け
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
目
的
地
だ
。
1

泊
で
も
2
泊
以
上
で
も
、
た
っ
た
１
つ
記
憶

に
残
る
経
験
が
得
ら
れ
る
な
ら
、
旅
を
し
て

よ
か
っ
た
っ
て
思
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ

れ
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
で
済
ま
せ
て
し
ま
っ

た
食
事
だ
っ
て
い
い
。
衝
動
買
い
だ
っ
て
い

い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
今
回
の
取
材
中
、
僕

ら
は
思
い
の
ほ
か
た
く
さ
ん
買
い
物
を
し
て
、

荷
物
を
自
宅
に
送
っ
て
も
ら
っ
た
り
も
し
た
。

散
財
、
万
歳
。
し
ょ
ん
ぼ
り
し
た
財
布
は
、

忘
れ
ら
れ
な
い
経
験
の
証
。

　
文
化
が
生
ま
れ
る
場
所
を
探
す
旅
だ
っ
た

け
れ
ど
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
そ
こ
で
会

っ
た
人
た
ち
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。「
ま

た
来
た
い
」
と
思
え
る
お
店
と
の
出
会
い
は
、

「
ま
た
会
い
た
い
」
と
思
え
る
人
と
の
出
会

い
だ
。
お
店
が
そ
こ
に
あ
る
限
り
、
い
つ
で

も
会
い
に
こ
ら
れ
る
。
そ
ん
な
場
所
が
ず
っ

と
続
い
て
い
く
た
め
に
、
ま
た
必
ず
遊
び
に

こ
よ
う
。
そ
れ
が
、
文
化
を
未
来
に
繋
い
で

い
く
っ
て
こ
と
だ
か
ら
。
と
、
話
は
こ
こ
で

終
わ
ら
な
い
。
今
回
、
魅
力
的
な
場
所
、
人
、

も
の
に
出
会
い
す
ぎ
て
紹
介
し
き
れ
な
か
っ

た
の
だ
。
と
い
う
わ
け
で
、
次
号
に
続
く
。

乞
う
ご
期
待
！ 

 

焙煎の香りに包まれた店内には豆のほか、
器具や、本好きのスタッフがセレクトし
た書籍が並ぶ。コーヒーはテイクアウト
することも可能だ。「地域の方々はもちろ
ん、卸や小売りなどを通じて遠くのお客
さんとも繋がっていきたい」

  広島県広島市西区
　　庚午北2-20-13 1F

 082・521・9691
   10:00 ～ 18:00、
日曜日・月曜日休
URL：https://mount-coffee.com/

こ
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
こ
だ
わ
れ
る

時
代
に
流
さ
れ
な
い
ス
タ
イ
ル
。

店 

主
・
山
本
昇
平
さ
ん
が
青
春
時

代
を
過
ご
し
た
1
9
9
0
年
代

は
第
一
次
カ
フ
ェ
ブ
ー
ム
の
最
中
。
独
自
の

ス
タ
イ
ル
を
持
っ
た
カ
フ
ェ
に
魅
了
さ
れ
コ

ー
ヒ
ー
を
生
業
と
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
そ

こ
か
ら
は
修
業
の
日
々
。
大
型
チ
ェ
ー
ン
店

に
始
ま
り
、
広
島
の
カ
フ
ェ
や
自
家
焙
煎
に

こ
だ
わ
っ
た
喫
茶
の
有
名
店
を
経
て
技
術
を

磨
い
て
い
く
。
そ
う
し
て
辿
り
着
い
た
の
が
、

「
珈
琲
豆
屋
さ
ん
」
だ
っ
た
。「
時
代
と
共
に

移
り
変
わ
っ
て
い
く
カ
フ
ェ
に
比
べ
て
、
豆

屋
は
比
較
的
ゆ
っ
た
り
し
た
サ
イ
ク
ル
の
ビ

ジ
ネ
ス
。
腰
を
据
え
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
店
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で

す
」。
当
然
、
店
内
に
は
こ
だ
わ
り
の
豆
が

並
ぶ
。「
生
産
者
の
様
子
を
こ
の
目
で
見
た

く
て
グ
ア
テ
マ
ラ
に
行
っ
て
き
た
」
と
い
う

旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
け
ば
、
そ
れ
が
生
半

可
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

味
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
産
地
か
ら
店
頭
に

届
く
ま
で
、
す
べ
て
の
工
程
に
誠
実
で
あ
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
だ
。「
今
度
は

逆
に
、
生
産
者
を
お
店
に
招
待
し
て
イ
ベ
ン

ト
を
や
り
た
い
ん
で
す
」
と
、
山
本
さ
ん
の

思
い
は
尽
き
な
い
。

大
切
な
の
は
味
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

広
島
の
珠
玉
の
一
杯
目
。

「
ピ 

ラ
ミ
ッ
ド
は
ビ
ー
ル
が
作
っ
た
」

「
恋
が
生
ま
れ
る
ビ
ー
ル
が
あ
る
」

「
今
の
日
本
に
は
ビ
ー
ル
が
足
り
な
い
」。
講

談
師
の
口
上
の
よ
う
な
語
り
口
、
美
し
い
手

さ
ば
き
と
と
も
に
、
グ
ラ
ス
に
ビ
ー
ル
が
勢

い
よ
く
注
ぎ
込
ま
れ
る
。「
腰
に
手
を
あ
て
、

喉
に
グ
ッ
と
流
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
」。
言

わ
れ
る
が
ま
ま
に
「
一
度
注
ぎ
」
を
口
に
す

る
と
、
爽
快
感
が
全
身
を
駆
け
抜
け
る
。
店

主
・
重
富
寛
さ
ん
い
わ
く
「
一
番
う
ま
い
の

は
一
杯
目
」。
そ
の
一
杯
を
口
に
す
る
た
め

に
全
国
の
ビ
ー
ル
好
き
が
足
を
運
ぶ
。
広
島

で
飲
み
歩
く
な
ら
、
ま
ず
は
こ
こ
か
ら
。

「ステーキの焼き具合のように泡の立て方で味わいを変える」と重富さん。「一度注ぎ」「二度注
ぎ」「三度注ぎ」と注ぎを重ねるほどビールは甘みを感じやすくなる。そのほか「シャープ注
ぎ」「マイルド注ぎ」とメニューは全5種だが、隠れメニューもあるとか。

  広島県広島市中区銀山町10-12
 050・3635・4147

  17:00 ～ 19:00、日曜日・祝日休
URL：http://sake.jp/

MOUNT
COFFEE  
マウントコーヒー

広島市の住宅街から、
世界へ羽ばたく珈琲店。

ビールスタンド重富   
ビールスタンドしげとみ

ビールの可能性を引き出す
「注ぎマイスター」がいる酒屋。

次号は、
4月に配布予定。
お楽しみに！

ほいじゃ
またこー！
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日
本
中
を
巡
っ
た
写
真
家
・
仁
科
勝
介
が
見
つ
め
る
、

広
島
の
文
化
が
生
ま
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
生
み
出
す
人
。

今
回
は
、
広
島
を
中
心
に
活
動
す
る
兼
永
み
の
り
さ
ん
が
登
場
。

そ
こ
で
生
き
る
人
の
思
い
と
、
仁
科
勝
介
が
捉
え
る
街
の
魅
力
。

三
都
に
息
づ
く
、
小
さ
な
人
と
街
の
物
語
が
こ
こ
に
。

　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て

活
躍
す
る
兼
永
さ
ん
は
、
広
島
カ
ル
チ
ャ
ー
の

案
内
人
だ
。
仕
事
を
通
じ
て
広
島
の
魅
力
を
発

信
す
る
ほ
か
、「
あ
の
人
を
紹
介
し
た
ら
面
白

い
か
も
」
と
直
感
を
働
か
せ
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

の
よ
う
に
人
と
人
を
結
び
つ
け
る
。
そ
ん
な
彼

女
の
ま
わ
り
に
は
、
世
代
を
超
え
て
多
く
の
人

が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
呉
市
出
身
の
兼
永
さ
ん
は
実
家
の
両
親
が
商

売
し
て
い
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
「
放
任
主
義
の

家
に
育
っ
た
」
と
い
う
。
テ
レ
ビ
や
メ
デ
ィ
ア

の
中
の
世
界
に
憧
れ
、
17
歳
の
と
き
に
ラ
ジ
オ

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
し
、
晴
れ
て
ラ
ジ

オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
な
っ
た
。「
そ
れ
以
来
、

ず
っ
と
し
ゃ
べ
り
の
仕
事
。
や
り
た
い
こ
と
を

続
け
て
い
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
30
年
経
ち
ま

し
た
」。
兼
永
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
広

島
市
中
区
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
て
き
た
。
東

京
や
大
阪
で
の
仕
事
が
入
り
、
広
島
と
を
行
っ

た
り
来
た
り
を
す
る
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、

今
は
広
島
の
文
化
を
耕
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
街

に
貢
献
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
ま
っ
て
い

る
。「
ど
こ
か
、
広
島
で
も
こ
ん
な
に
楽
し
い

こ
と
で
き
る
ん
だ
よ
っ
て
気
持
ち
が
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
東
京
で
の
仕
事
や
生
活
を
夢

見
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、
そ
れ
に
負
け

な
い
刺
激
的
な
仕
事
も
広
島
に
は
あ
る
っ
て
こ

と
を
若
い
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
」

　
そ
の
「
新
し
い
こ
と
」
の
1
つ
が
、
2

 

0

 
2
 

1
年
に
公
開
さ
れ
た
、
須
藤
蓮
監
督
に
よ
る
尾

道
を
舞
台
に
し
た
映
画
『
逆
光
』
の
宣
伝
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
だ
。
兼
永
さ
ん
に
と
っ
て
も
初
め
て

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
っ
た
が
、
か
ね
て
親
交
の
あ

っ
た
脚
本
家
の
渡
辺
あ
や
さ
ん
に
誘
わ
れ
、
二

つ
返
事
で
取
り
組
ん
だ
。「
こ
の
仕
事
に
限
ら

ず
、
面
白
い
こ
と
が
起
き
る
と
思
っ
た
ら
飛
び

込
む
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
す
る
と
、
不

思
議
と
も
っ
と
面
白
い
ほ
う
に
転
が
っ
て
い
く

ん
で
す
。
そ
の
様
子
を
近
く
で
見
て
い
た
い
ん

で
す
よ
」

　
広
島
の
人
は
郷
土
愛
が
強
い
。
そ
の
た
め
、

特
に
県
外
か
ら
や
っ
て
く
る
人
が
商
売
を
す
る

場
と
し
て
は
「
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
」
と
い

う
。
だ
け
ど
、
ひ
と
た
び
入
り
込
ん
だ
ら
、
あ

た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
る
懐
の
広
さ
も
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
場
所
か
ら
何
か
を
起

こ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
大
事
だ
と
い
う
。
そ
の
地
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
、
新
た
な
循
環
を
生
み
出
し

て
い
き
た
い
の
だ
と
い
う
。「
コ
ロ
ナ
禍
を
経

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
い
い
じ
ゃ
ん
っ
て
空
気

が
あ
り
ま
す
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
広
島
に
面

白
い
こ
と
が
眠
っ
て
い
る
っ
て
い
う
の
は
、
来

て
く
れ
た
ら
絶
対
に
わ
か
る
は
ず
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
で
企
画
を
立
て
、
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

兼永みのりさん
広島県呉市出身。広島市内を
拠点に映画のインタビュアー、
MCとして活躍中。近年はコ
ーディネーター、映画宣伝プ
ロデューサーなど、活動の幅
を広げている。

写
真
│
仁
科
勝
介

文
│
高
橋
直
貴

こ
の
街
で
生
き
る
理
由
　 

兼
永
み
の
り
／
広
島

01
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店内には著名人のサインが壁一面にずらり。広島テレビの本社
が近くにあったからだろうか。1987年の創業以来、地元の人は
もちろん、県外からやってくる人にも愛され続けている。

旅先ランチは、「美味しさ」はもちろん、その街らしさ
を大切にしたい。かといって、観光名所的な場所じゃ
ないほうが気分が上がる。いいランチは、いい旅の必
需品。だって、1日のちょうど真ん中にあるから。今回
は編集部が食べに行きたい３店舗へ。いざ、実食！

Data
かつ丼ミニうどん付（950円）。うどんは弾力を
出すために朝打ちしたものを翌日まで寝かせ、
あえて細めに仕上げている。めん類をメインに
して、ミニ丼をセットで頼むこともできるので、
お好みでどうぞ。

  広島県広島市中区中町4-8
 082・247・5553

  月～土曜日　11:00～ 21:00（LO20:30）、
日曜日休

平和大通りから八丁堀へと向かう通りの一角に、人々
が列をなしている。「いらっしゃいませ！」。一歩足を
踏み入れれば、スタッフの活気に包まれる。カウンタ
ーとテーブル席でぎっしりの店内、かつ丼をオーダー
する声が聞こえてくる。「蕎麦屋のかつ丼はうまい」と
はよく聞くが、ここでもかつ丼が人気メニュー。分厚
すぎず、薄すぎない、素朴なかつには、北海道の利尻
昆布を使用した出汁が染み込んでいる。半熟の卵とご
飯を合わせてレンゲで口に運べば、そりゃもう絶品。
栄家では、かつと卵を別々に煮込んで最後に合わせて
いるので、かつのサクサクと卵のトロトロがお互いを
引き立て合っている。野球中継を眺め、無心でかつ丼
を口に運んでいると、お店を後にする客と、後から入
ってくる客が入れ替わり立ち替わり、昼時は大繁盛。
さぁさぁ午後からも頑張りますかと人々の背中を押し
てくれる名店は、街の財産だ。

めん処   栄家   
老舗蕎麦屋がつくる、
応援団みたいなかつ丼。

広島

店内には、さまざまなアートブックが飾られていて、素朴ながら洗
練された雰囲気。景介さんのセンスが光るシンプルな空間で、シン
プルに美味しい野菜を食べる贅沢は、他の場所では体験できない。

Organic & Vegetable kupu

山陽新幹線が停車する徳山駅から歩いて5分。この地で
生まれ育った店主の大城戸景介さん、好美さんご夫婦が
2012年にオープン。「人は食べるものに生かされているか
らこそ、安全で、健康的で、美味しい食事を提供した
い」との思いを追求したら、自然とヴィーガンメニュー
に辿り着いたという。ランチは、キッシュやカレーなど
５種類から選ぶことができて、なかでも人気なのがオー
プン当初からあるサラダ丼（1,600円）。知り合いの農家
が収穫した15種類以上の旬の野菜を使っている。メイン
は車麩のカツかテンペ（大豆の発酵食品）のフライから
選べて、今回は車麩をチョイス。野菜を掻き分けると、
その下にはもちもち玄米ご飯が。バルサミコ酢と生姜を
組み合わせた自家製ドレッシングと合わせて食べ進める
と、想像以上にボリューム満点。多様な思想に応えなが
ら、お腹も心も満足させる一皿だ。

ただ、美味しくて、安全な食を。
ボリューム満点のヴィーガンランチ。

山口

文化商店

飲食店ひしめく激戦区、熊手通り商店街に、2020年にオ
ープン。スティーブ・ジョブズのフィギュア、タイガー
ラグ、こだわり抜かれた什器に、オーナー松本さんの美
意識が行き届いている。わっぱランチ（月・水・木曜日
限定）のメインディッシュは月替わりで更新され、この
日は九州鶏の照り焼きor鯖の柚子胡椒唐揚げのラインナ
ップ。「年配の方から学生まで、皆の栄養バランスをここ
で補ってあげたい」と昼の部担当スタッフが語るように、
自家製の漬物、具だくさんの味噌汁、そのどれもが抜群
に洗練された味わいで、いいバランス。デザートの手作
りチーズケーキやフロートにも目が奪われる。ふと気に
なって、オーナーが手がけるという夜の部のメニューを
開くと、「ラムレーズンとレバーパテのモナカ」という文
字が飛び込んできた。何それ !?　美味しそう！というわ
けで、夜の部の再訪を固く誓ったのだった。

味、センス、人柄◎。
昼は食堂、夜は酒場の新名店。

北九州

Data
サラダ丼セット（1,600円）。好美さんお手製の植物
性100パーセントの豆乳スコーン（180円）は人気が
高じて、近所の幼稚園にも配達を行う。女性を中心
に幅広い層から支持を集める。

  山口県周南市若宮町2-7 2F
 0834・32・2020

  日・月・水・木曜日 11:00～ 17:00 / 金・土曜
日 11:00～ 22:00、火曜日休

ママ友同士のスタッフでランチを担当する。二人の笑顔絶えない空間が居心地よく、おしゃべりを
楽しみに訪れるお客さんも多いはず。美味しさと楽しさがわっぱの中に詰まっている。

Data
九州鶏の照り焼きわっぱランチ（1,200円）。
火曜日はアジフライ定食、金曜日はグリー
ンカレーと、曜日ごとにメニューが替わる。
広島グリーンレモン、かぼす、生姜といっ
た自家製シロップを使用したフロートも、
他にはない格別の味わい（+650円）。

    福岡県北九州市八幡西区
　　熊手1-1-19 百草根薬局ビル1F

 093・616・2275
  ランチ営業 / 月～金曜日　11:30～
14:30（LO14:00）　夜営業 / 月～土曜日
17:00 ～ 23:00 、日曜日・祝日休

Y M f g  M AG A Z I N E編集部が選ぶ

vol. 001
写真｜信岡麻美、文｜乙辺さゆり

同社は当行と30年近くのお取引先。
ランチどきは大盛況で、
夜は晩酌セットも楽しめます。 もみじ銀行紙屋町支店

支店長代理
勝手　博之
（かって・ひろゆき）

店内も料理もとてもお洒落！
色鮮やかなお弁当は、
時間があまりない方にもオススメ。

北九州銀行
八幡支店
冷牟田　彩音
（ひやむた・あやね）

山口銀行徳山支店
野瀬　夏希
（のせ・なつき）

店内は落ち着いた雰囲気で、
お肉を使っていなくても
ボリューム満点！
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「
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
」

三都  JOURNAL No.1知るほど、掘るほど、三都は楽しい！

│
Y
M
F
G
が
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
を
始

め
た
背
景
は
？

林
さ
ん　
Y
M
F
G
は
、
S
D
G
s
／
E
S
G

へ
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
活
動
を
通
じ
て
多
様
な
課
題
解

決
に
取
り
組
み
、
地
域
の
価
値
向
上
を
実
践

し
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
。
そ
う
い
う
前
提
が
ま
ず
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン

で
あ
り
、
も
み
じ
銀
行
の
取
り
組
み
案
件
で

す
。
お
客
さ
ま
か
ら
の
後
押
し
が
数
多
く
あ

り
、
意
義
の
あ
る
取
り
組
み
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

土
井
さ
ん　
も
み
じ
銀
行
は
「
も
っ
と
み
じ

か
な
じ
も
と
の
銀
行
」。
お
客
さ
ま
の
声
に

寄
り
添
う
の
が
信
条
な
ん
で
す
。
Y
M
F
G

の
掲
げ
る
目
標
、
行
員
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
、

そ
し
て
お
客
さ
ま
の
視
点
。
こ
れ
ら
を
絡
め

た
「
共
創
」
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。「
銀

行
は
苦
し
い
時
で
も
傘
を
取
り
上
げ
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
よ
う

な
商
売
が
な
ぜ
続
い
て
い
る
か
と
い
う
と
、

厳
し
い
と
き
こ
そ
一
緒
に
雨
に
濡
れ
な
が
ら

支
え
て
き
た
か
ら
な
ん
で
す
。

│
ど
の
よ
う
な
事
業
を
？

林
さ
ん　
現
在
進
ん
で
い
る
の
は
い
ず
れ
も

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
の
た
め
の
ご
融
資
で
す

が
、
今
後
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
の
た
め
の
設
備
に
も
融
資
を

し
て
い
け
た
ら
。
す
ぐ
に
暮
ら
し
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
あ
の

企
業
も
や
っ
て
る
ん
だ
」
と
い
う
ふ
う
に
、

環
境
へ
の
取
り
組
み
に
み
な
さ
ん
の
意
識
が

向
い
て
く
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

│
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
の
普
及
で
、
街
に
ど

ん
な
未
来
が
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う
？

土
井
さ
ん　
例
え
ば
、
太
陽
光
発
電
に
ソ
ー

ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
い
う
仕
組
み
が
あ
り

ま
す
が
、
収
入
が
不
安
定
に
な
り
が
ち
な
農

業
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
農
業
事
業
者

さ
ん
の
収
入
負
担
軽
減
、
ま
た
社
会
的
に
は

環
境
負
荷
の
低
減
、
国
産
作
物
量
の
増
加
と

い
っ
た
好
循
環
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ン
の

普
及
は
将
来
に
良
い
影
響
を
与
え
る
と
思
い

ま
す
。

林
さ
ん　
三
都
は
世
界
に
誇
る
日
本
の
都
市
。

も
っ
と
海
外
か
ら
人
が
訪
れ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。
環
境
に
対
す
る

価
値
観
を
欧
米
基
準
に
引
き
上
げ
て
、
三
都

が
世
界
と
肩
を
並
べ
る
都
市
に
な
る
。
そ
ん

な
未
来
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

C O L U M N
S A N T O  J O U R N A L

What is グリーンローン？

太陽光パネルやCO2を削減する設備へ
の投資など、環境分野を対象とする融
資プログラム。R&Iという第三者機関の
「環境付加価値」を評価することで、
信頼性が高まるというメリットも。 

YMFGC O L U M N
S A N T O  J O U R N A L

1
月
20
日
、Y
M
F
G
が
主
催
と
な
り
、Shim

onoseki A
dd-venture Sum

m
it

、
通

称
「
S
A
S
」
を
開
催
し
ま
し
た
。「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
口
じ
ゅ
う
・

日
本
じ
ゅ
う
か
ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
地
域
創
生
の
キ
ー
マ
ン
が
集
結
。
大
盛
況
の
う
ち

に
開
催
し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
速
報
フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
で
す
。

Shimonoseki  Add-venture Summit 開催！

What  i s  “SAS”？

本気で考え、
行動するための
地方創生サミット。

　

S
h

im
o

n
o

se
k

i A
d

d
-ve

n
tu

re 

Sum
m

it

は
、
地
域
関
係
者
（
企
業·

行
政

機
関·

大
学
等
）
と
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
係

者
（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業·

各
分
野
の
有

識
者
等
）
が
一
堂
に
会
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
切

り
口
か
ら
地
域
の
産
業
活
性
化
の
形
を
探
っ

て
い
く
地
方
創
生
サ
ミ
ッ
ト
。

　
2
0
0
0
年
以
降
、
産
業
の
Ｉ
Ｔ
化
や
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
東
京
一
極
集

中
が
進
み
、
地
方
で
は
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

構
築
す
る
の
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
で
産
業

が
衰
退
、
人
口
が
都
市
部
に
流
出
す
る
負
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
。

　

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
地

域
の
外
と
有
機
的
に
繋
が
り
新
た
な
価
値

創
造
（
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
を
起
こ
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。「
地
方
」
×
「
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
」

― 
そ
れ
が
1
つ
の
答
え
で
あ
る

と
私
た
ち
は
考
え
ま
す
。
そ
の
一
歩
目
が

「Shim
onoseki Add-venture Sum

m
it

」

で
す
。

会場内には、登壇企業の常設ブースを設置。
新しい価値創造について意見を交わす交流の
場となりました。

大盛況のうちに開催したSASについて、4月配布の次号で詳しくご紹介します。

地方創生に資するビジネスモデルを持つスタ
ートアップが登壇。自社のプロダクトについ
てプレゼンテーションしていただきました。 

Star tup PitchMeetup

地方創生×スタートアップをテーマに、パネ
ルディスカッションを実施。地方創生にまつ
わる６つのテーマについて語りました。

Session

宗像発電所（フロンティア・サンワ所有物件）

お客さまの声
フロンティア・サンワ（広島県広島市）
森本健太様

弊社は太陽光発電を事業の一つの柱として
います。太陽光発電所の追加購入を検討し
ている段階で、グリーンローンの案内をし
ていただき、第三者機関による事業評価に
繋がることが魅力で実際に利用いたしまし
た。もみじ銀行さんは、常に迅速かつ正確
に相談に乗ってくれます。設備購入は早い
者勝ちの世界。そのスピードが弊社の重要
な事業機会に繋がっています。  

Profile
もみじ銀行 本店営業部
左：次長　林誠二
右：係長　土井達彦
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│
曽
我
頭
取
は
、
ご
出
身
が
山
口
県
だ
そ

う
で
す
ね
。

は
い
。
で
も
、
実
は
山
口
県
を
離
れ
て
い
た

時
期
の
ほ
う
が
長
い
ん
で
す
よ
。
私
は
高
校

卒
業
後
に
１
年
ほ
ど
浪
人
を
し
て
、
19
歳
で

東
京
の
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
山
口
銀
行

に
入
行
し
て
か
ら
は
、
福
岡
、
東
京
、
そ
れ

か
ら
海
外
赴
任
を
挟
ん
で
広
島
、
神
戸
と
各

地
を
転
々
。
執
行
役
員
と
し
て
、
今
か
ら
４

年
前
に
本
店
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。

│
と
い
う
こ
と
は
、
久
し
ぶ
り
の
帰
郷
だ

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
山
口
県
に
再
び
戻
っ
て

き
て
、
ど
ん
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
か
？

正
直
な
と
こ
ろ
、
昔
の
ほ
う
が
活
気
が
あ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
何
よ
り
若
い
世
代
が

減
り
ま
し
た
よ
ね
。
他
県
と
比
較
す
る
と
山

口
県
は
、
高
齢
化
率
が
10
年
早
く
進
ん
で
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
建
物
の
老
朽

化
も
深
刻
な
の
で
、
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る

た
め
に
、
山
口
銀
行
は
地
域
に
根
ざ
し
た
金

融
機
関
と
し
て
、
店
舗
経
営
の
在
り
方
を
見

直
す
と
同
時
に
ま
ち
づ
く
り
に
も
積
極
的
に

携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
山
陽
小
野
田
市
で
は
、
公
有
地
の

資
産
価
値
を
担
保
に
開
発
資
金
を
調
達
す

る
「
L
A
B
V
（Local A

sset Backed 

Vehicle

）」
と
い
う
官
民
連
携
手
法
を
日

本
で
初
め
て
採
用
し
、
市
と
商
工
会
議
所
、

そ
し
て
山
口
東
京
理
科
大
学
と
の
共
同
施

設
を
運
営
予
定
で
す
。
ま
た
山
口
県
周
南

市
で
は
、
徳
山
駅
直
結
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

「TO
KU

YA
M

A
 D

EC
K D

1

」
を
徳
山
商
工

会
議
所
と
と
も
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
Y
M
F
G
初
と
な
る
山
口
銀
行
と

も
み
じ
銀
行
の
共
同
店
舗
を
出
店
し
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
観
光
案
内
所
を
併
設
す

る
こ
と
で
、
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ

と
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。

今
の
世
の
中
は
、
一
人
勝
ち
で
き
れ
ば
い
い

と
い
う
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ひ

と
つ
の
企
業
だ
け
で
実
現
で
き
る
こ
と
も
限

ら
れ
て
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

│
そ
う
し
た
取
り
組
み
の
先
に
、
曽
我
頭

取
は
ど
の
よ
う
な
街
の
在
り
方
を
思
い
描
い

て
い
ま
す
か
？

山
口
県
は
横
に
広
い
の
で
す
が
、
圧
倒
的
な

人
口
を
持
つ
中
核
都
市
が
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
、
ド
イ
ツ
連
邦
の

よ
う
に
い
ろ
ん
な
場
所
が
栄
え
て
若
い
世
代

が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
、
山
口
県
全

体
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
。
私
自

身
も
山
口
県
人
と
し
て
、
何
か
し
ら
の
形
で

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

│
で
は
、
Y
M
F
G
の
一
員
と
し
て
、
三

都
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

広
島
か
ら
北
九
州
ま
で
の
エ
リ
ア
は
製
造
業

が
盛
ん
な
の
で
す
が
、
環
境
問
題
へ
の
対
策

や
女
性
の
社
会
進
出
の
改
善
な
ど
、
持
続
可

能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
解
決
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
課
題
が
山
積
み
で
す
。
こ
れ

は
逆
を
言
え
ば
、
改
善
す
る
余
地
が
大
き
い

と
い
う
こ
と
。
産
業
構
造
を
大
胆
に
変
貌
さ

せ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

我
々
と
し
て
は
、
各
企
業
が
こ
こ
ぞ
と
い
う

と
き
に
最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、

金
融
機
関
の
使
命
で
も
あ
る
金
融
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
を
第
一
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
行
政
の
橋
渡
し
役
と
し
て
貢
献
で
き

る
こ
と
も
多
分
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
経
営
改

革
に
は
何
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
が
大
切
で
す
。

我
々
が
取
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
で
、
無
駄

の
な
い
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
が
実
現
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
け

れ
ば
最
後
に
、
曽
我
頭
取
が
ひ
い
き
に
し
て

い
る
お
店
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

山
口
県
西
部
エ
リ
ア
の
宇
部
新
川
駅
か
ら
徒

歩
で
数
分
の
場
所
に
「
つ
る
や
」
と
い
う
老

舗
ラ
ー
メ
ン
屋
が
あ
り
、
頻
繁
に
通
っ
て
い

ま
す
。
女
性
店
主
が
切
り
盛
り
す
る
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
店
で
、
飲
ん
だ
後
の

ラ
ー
メ
ン
が
と
に
か
く
最
高
な
ん
で
す
よ
。

塩
味
の
効
い
た
豚
骨
醤
油
味
が
病
み
つ
き
に

な
り
ま
す
。
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YMFG Zone Interview

山口銀行本店

山口フィナンシャルグループ傘下の銀行。
本社は山口県下関市。昭和19年に百十・
宇部・船城・華浦・大島の5行が合併す
る形で設立。地域に選ばれ、地域の信頼
に応える、地域価値向上企業グループに
なることを目指している。日本国内に
131店舗を構えるほか、国外に3店舗、さ
らに駐在員事務所が1店舗ある。

曽我德將
 NARUMASA SOGA

慶應義塾大学商学部卒業後、山口銀行に
入行。福岡支店でキャリアをスタートさ
せ、東京支店長などを経て2015年に取締
役就任。2019年には山口フィナンシャル
グループ常務執行役員に。その後、同社
専務執行役員金融ユニット長、取締役専
務執行役員金融ユニット長などを経て、
2022年6月から現職。

三都を盛り上げるために
山口銀行は何ができますか？
山口銀行 曽我德將頭取に聞きました。

写真｜玉村敬太、文｜村上広大
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